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萩まちあるきマップ

椿地区は、萩の市街地の玄関口ともいえる場所です。阿武
あ ぶ

川
の沖積地

ちゅうせきち

と大
おお

屋
や

川の扇状地が重なり、三角州を取り囲む山々の
麓に広がるゆるやかな土地には、古くから人が住み、農業が営
まれてきました。奈良の大仏建立に活躍したとされる白牛

はくぎゅう

の伝
説があり、平安時代には河原に牛を放牧していたことから「牛

うし

牧
まき

」と呼ばれ、鎌倉時代には氏神として椿八幡宮が勧請され、
中世には「椿郷

つばきごう

」と呼ばれていたことが伝えられています。 
江戸時代には、萩から防府三田尻へとつながる萩往還

はぎおうかん

が整備
され、萩藩主が参勤交代で江戸へ出立する際、安全祈願に立ち
寄った金谷

か な や

天満宮（現金谷神社）や、萩城下への出入りを厳し
く監視した大木戸、初代藩主の菩提寺として大照院などが置か
れました。山手の大屋地区から先は街道が山の中へ入ることか
ら、萩城下の見納めとなる場所でもあり、吉田松陰も街道松越
しに萩城下をふりかえり、「涙松

なみだまつ

」として歌に詠まれました。
大正時代には、鉄道が三角州の周囲を巡る形で敷設され、萩駅
舎が建設されるなど、いくつもの時代を経ながら、多くの人や
物が行き交ってきました。

萩の玄関口としての歴史・文化を伝える事物や風景を訪ねて
みませんか。

このマップは萩まちじゅう博物館の各エリアのおたからを紹介する
マップとしてシリーズで発行しています。詳しくは萩データベース
でチェック!! machihaku.city.hagi.lg.jp/db/

施設のご案内

椿季節暦

史　　跡

萩駅舎（萩市自然と歴史の展示館）

平成28年度文化庁文化芸術振興費補助金
（文化遺産を活かした地域活性化事業）

編 集
発 行

椿地区有志
萩まちじゅう博物館文化遺産活用事業実行委員会

H29.3 現在

萩駅舎は、大正14年（1925）に建てられ
たもので、現在も駅舎として使用されて
います。館内には、萩の美しい自然や歴
史、日本の鉄道の父 井上勝に関する資料
などを展示しています。

萩市観光協会
JR萩駅のすぐ隣にあります。観光、交
通、宿泊施設のご案内などご相談いただ
けます。市内の詳しい観光資料や、周辺
観光地のパンフレット等も豊富に取り揃
えています。

住　所：萩市大字椿3537-3
電　話：0838−25−6004
時　間：9:00〜17:00
料　金：無料
定休日：12/29〜1/3

住　所：萩市大字椿鹿背ヶ坂1258
電　話：0838−22−9889
時　間：9:00〜18:00
定休日：年中無休

（見蘭牛 ダイニング玄は火曜日休）

住　所：萩市大字椿3395−12　　電　話：0838−21−7770　　時　間：9:00〜18:30
定休日：第１・第３水曜日、年末年始 １月１日〜３日

時間：9:00〜17:00 年中無休・入場無料

住　所：萩市大字椿3537-3
（JR萩駅隣）

電　話：0838−25−1750
ＵＲＬ：http://www.hagishi.com/
時　間：9:00〜17:45

（12月〜2月 9:00〜17:00）
定休日：年中無休

道の駅　萩往還
は ぎ お う か ん

萩で採れた新鮮な野菜や果物の直売所が
あり、物産館では萩の名産品を取り揃えて
います。見島牛・見蘭牛を使ったメニュー
が人気のレストランや萩の魚介類でとっ
た出汁が好評のうどん店もあります。

住　所：萩市大字椿青海4132　 　電　話：0838−22−2124
時　間：【３月〜11月上旬】8:00〜17:00　【11月下旬〜２月】8:00〜16:30
定休日：年中無休　　料　金：大人 200円、小・中学生 100円

大照院
だいしょういん

初代と偶数代萩藩主の菩提寺です。建物が
国の重要文化財に指定されています。

新鮮な野菜・果物・花・農産物加工品な
どを販売しています。肉や魚、弁当、パン
も人気です。

松陰記念館
吉田松陰の旅の軌跡や松下村塾を再現したコーナーなど、
萩の歴史散策をより楽しめる様々な展示があります。

ファーマーズマーケット
ふれあいらんど萩




